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8．小阿賀野川：連続性の確保 

1．焼山地区：ワンド等湿地の再生 

2．満願寺地区：水際湿地の再生 

3．水ヶ曽根地区：水際湿地の再生

4．高山地区：ワンド等湿地の再生 

5．小浮地区：ワンド等湿地の再生 

6．笹堀地区：水際湿地の再生 

7．早出川：緩流域湿地の再生 

 
阿賀野川の自然再生整備は以下の 8 か所で計画している。

１．自然再生整備箇所 
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2．各地区の自然再生イメージ 

2.1 焼山地区（16.2～16.8k 右岸）：ワンド型湿地の再生 

   

ワンド等湿地の再生 

整備イメージ（横断） 

たまりが河川と連続することにより、魚類の生息場と
なるワンドを再生する。 

阿賀野川 

16.4k 
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2.2 満願寺地区（17.0～18.6k 右岸）：水際湿地の再生 

アユが産卵に利用できる瀬を再生する。 

コハクチョウ等が休憩地として利用でき
る砂礫河原を再生する。 

コアジサシ等が繁殖に利用できる砂礫河
原を再生する。 

カワラハハコ・カワラヨモギが生育する砂
礫河原を再生する。 

整備イメージ（横断） 

シギ類が採餌場、休憩地として利用できる
水際湿地を再生する。 

17.4k 
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2.3 水ヶ曽根地区（21.0～23.3k 右岸）：水際湿地の再生 

整備イメージ（横断） 

22.0k 

コハクチョウ等が休憩地として利用でき
る砂礫河原を再生する。 

カワラハハコ・カワラヨモギが生育
する砂礫河原を再生する。 

整備イメージ（横断） 
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2.4 高山地区（23.6～26.0k 左岸）：ワンド等湿地の再生 

たまりが河川と連続することにより、魚類の生息
場となるワンドを再生する。 

整備イメージ（横断） 

23.4k 
 

ワンド等湿地の再生

ワンド等湿地の再生 
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2.5 小浮地区（26.6～26.8k 右岸）：ワンド等湿地の再生 

堆積部を掘削することにより、水域を拡大し、魚類の生
息場となるワンドを再生する。 

 

ワンド等湿地の再生 26.8k 

整備イメージ（横断） 
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2.6 笹堀地区（29.4～31.5k 左岸）：水際湿地の再生 

サケが産卵に利用できる瀬を再生する。 

コアジサシ等が繁殖に利用できる砂礫河
原を再生する。 

カワラハハコ・カワラヨモギが生育する砂礫河原を再生する。 

整備イメージ（横断） 

コハクチョウ等が休憩地として利用でき
る砂礫河原を再生する。 

30.4k 
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                                       2.7 早出川（2.4～3.6k）：緩流域湿地の再生 

バイカモやミクリ等が生育できる緩流域
を再生させる。 

ウケグチウグイやトミヨが生息できる緩
流域を再生させる。 

3.2k 

木工沈床を設置 

整備イメージ（横断） 
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 2.8 小阿賀野川（17.0k 左岸）：連続性の確保 ○満願寺閘門を利用したアユの遡上支援方法（案） 

○小阿賀樋門改良によるサケの遡上支援方法（案） 

○誘導路によるモクズガニの移動支援方法（検討中） 

 現在、阿賀野川と小阿賀野川は満願寺閘門及び小阿賀野樋門により、連続性が確保されていないため、モク

ズガニが小阿賀野川から阿賀野川に河川内で遡上することが困難な状況となっています。そのため、モクズガ

ニは小阿賀野川から阿賀野川に移動しようと道路を横断しておりますが、斃死したモクズガニが多く確認され

ています。そのような状況を改善するため、阿賀野川と小阿賀野川の河川の連続性の確保の再生について検討

しています。 

：自然再生整備箇所 

アユ、サケ、モクズガニが遡上、降下でき
るように連続性を確保する。 


